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４
月
24
日
、
東
吉
田
分
館
と
東
吉
田
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
共
催
で
、
東
吉
田
区
民
会

館
を
会
場
に｢

美
容
と
健
康
に
役
立
つ
お
手

軽
体
操
オ
ン
パ
レ
ー
ド｣

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
宮
﨑
栄
子
先
生
を
お
迎
え
し
、「
体

全
体
を
使
っ
た
体
操
や
体
の
動
か
し
方
を
習

得
す
る
こ
と
で
、
頭
も
体
も
若
々
し
く
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
」

を
テ
ー
マ
に
52
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
先
生
は
、｢

生
活
の
動
作
を
取
り
入
れ
、

効
果
的
な
正
し
い
か
ら
だ
づ
く
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う｣

と
指
導
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
も

好
評
で
し
た
。

あおぞら
　
日
本
は
地
震
の
多
い
国
で
あ

る
。
と
り
わ
け
今
回
の
東
北

地
方
を
震
源
と
す
る
大
震
災

は
、
今
後
の
日
本
災
害
史
に
残

る
地
震
と
な
る
だ
ろ
う
。
21
世

紀
に
入
っ
て
か
ら
も
、
規
模
の

大
き
な
地
震
は
頻
繁
に
起
こ
っ

て
お
り
、平
成
13
年
芸
予
地
震
（
Ｍ
6.7
）、

同
15
年
十
勝
沖
地
震
（
Ｍ
8.0
）、
同
16

年
新
潟
県
中
越
地
震
（
Ｍ
6.8
）、
同
19

年
能
登
半
島
地
震
（
Ｍ
6.9
）、
同
19
年

新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
Ｍ
6.8
）、
同
20

年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
（
Ｍ
7.2
）
な

ど
が
代
表
的
な
地
震
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。

　
個
人
的
な
印
象
で
は
、
長
野
県
は
地

震
の
少
な
い
地
域
に
感
じ
る
が
、
過
去

に
は
弘
化
４
（
一
八
四
七
）
年
の
善
光

寺
地
震
（
推
定
Ｍ
7.4
）
や
、
昭
和
40
年

か
ら
同
45
年
に
か
け
て
有
感
地
震
６
万

回
以
上
を
観
測
し
た
松
代
群
発
地
震
な

ど
が
発
生
し
て
お
り
、
大
き
な
地
震
が

ま
っ
た
く
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
。

 

　「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
過
去
の
災
害

か
ら
我
々
は
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
今
後
に
何
を
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
　
　（
Ｏ
・
Ａ
）
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～みんなで楽しく体を動かしました～

東
吉
田
健
康
講
座
開
く

リフレッシュ

成

人

式

平
成
23
年
度



２

　
中
野
市
成
人
式
が
５
月
４
日
（
み

ど
り
の
日
）、『
O
n
e
 
P
ie
c
e

～
自
分
だ
け
の
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ

よ
う
～
』
を
テ
ー
マ
に
中
野
市
市
民

会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
平
成
２
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
584
名
（
男
304
名
・
女
280

名
）
で
、444
名
（
男
242
名
・

女
202
名
）
が
式
典
に
出
席

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
さ
わ
や
か
な

五
月
晴
れ
の
天
候
と
な
り
、

会
場
の
中
、
外
で
は
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
う

笑
顔
と
、
華
や
か
な
装
い

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
の

新
鮮
な
姿
の
中
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
決
意
と
希
望
に
満

ち
た
表
情
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
式
典
、
第
二
部
の
記
念

行
事
と
も
に
、
新
成
人
で
組
織
す
る

成
人
式
実
行
委
員
会
の
司
会
進
行
に

よ
り
進
め
ら
れ
、
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ

し
い
心
温
ま
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
式
典
で
は
、
成
人
を
祝
う
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
中
野

市
の
風
景
と
と
も
に
思
い

出
深
い
中
学
時
代
の
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
や
学
校
祭
な
ど

の
友
人
の
姿
、
そ
し
て
恩

師
か
ら
の
心
温
ま
る
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
大
き

な
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

市
、
教
育
委
員
会
関
係
、

そ
し
て
地
域
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
多
く
の
来
賓
に
ご
臨

席
い
た
だ
く
中
、
主
催
者
、
来
賓
の

方
々
か
ら
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
4
名
の
新
成

人
代
表
者
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
家
族

や
友
人
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
の
言
葉
や
、
ふ
る
さ
と
へ
の

想
い
、
新
成
人
と
し
て
の
抱
負
や
決

意
が
述
べら
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
記
念
行
事
開
始
前
に
は
、

成
人
式
実
行
委
員
長
の
徳
永
貴
規
さ

ん
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
、
長
野
県

北
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
い
募
金
の

呼
び
か
け
が
あ
り
、
３
，
９
６
４
円

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
実
行

委
員
会
手
づ
く
り
の
抽
選
会
が
行
な

わ
れ
、
会
場
は
笑
顔
と
若
々
し
さ
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

地区代表４名の皆さん

One Piece
～自分だけのパズルを完成させよう～

平
成
二
十
三
年
度
　

成
人
式

新
た
な
決
意
胸
に
羽
ば
た
く

再会を喜ぶ新成人

新たな決意を述べた代表者あいさつ

懐かしい友人たちと笑顔の新成人の皆さん
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特 集
　
成
人
式
実
行
委
員
会
は
、
各
地
区
か
ら

推
薦
・
自
薦
の
新
成
人
で
結
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
24
人
が
委
員
と
な
り
、
中

野
市
公
民
館
と
協
力
し
、
一
生
の
思
い
出

企
画
・
運
営
を
担
当
成
人
式
実
行
委
員
会

に
残
る
式
に
な
る
よ
う
企
画
運
営
に
努
め

ま
し
た
。

　
こ
の
成
人
式
が
私
た
ち
が
大
人
と
し
て

の
人
生
の
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
る
最
初
の

P
iece
と
な
り
、
今
日
、

私
た
ち
と
成
人
式
を
迎
え
た

皆
が
い
つ
の
日
か
自
分
だ
け

の
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
た
一

人
の
大
人
O
ne
 
P
iece

と
な
れ
る
よ
う
に
と
の
想
い

か
ら
、
今
年
の
テ
ー
マ
を

「
On
e
 P
ie
c
e
自
分
だ

け
の
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
よ

う 

」
に
決
め
ま
し
た
。
最

愛
の
ふ
る
さ
と
中
野
市
で
成

人
式
を
迎
え
る
喜
び
と
、
こ

れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
み

な
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
を

表
現
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
10
回
の
会
議
を

重
ね
、
心
に
残
る
二
十
歳
の

記
念
に
な
る
式
の
実
現
に
向

け
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

苦
労
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、
責
任
あ
る
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

成
人
式
実
行
委
員

　
監
物
　
貴
大

　
滝
沢
　
佳
美

　
小
林
　
翔
平

　
小
菅
　
優
希

　
小
林
　
ゆ
り

　
森
山
　
多
恵

　
小
林
　
亮
太

　
宮
嶋
　
　
純

　
田
中
　
美
加

　
山
口
　
恵
梨

　
武
田
　
詠
美

　
有
賀
　
広
絵

　
手
塚
　
芙
実

　
山
岸
亜
伊
久

　
宮
川
　
悠
一

　
徳
永
　
貴
規

　
塚
田
　
玲
弓

　
清
水
　
翔
太

　
小
野
沢
芳
子

　
池
田
　
香
織

　
若
菜
　
未
来

　
佐
藤
　
恵
美

　
常
田
由
希
子

　
坂
本
江
利
子

（
順
不
同
）

　
正
副
委
員
長
の
声

実
行
委
員
長
　
徳
永
　
貴
規

　
人
生
で
一
度
切
り
の
成
人
式
で
久
々
に

懐
か
し
い
友
人
と
再
会
で
き
本
当
に
楽
し

か
っ
た
。
実
行
委
員
と
し
て
、
こ
の
成
人

式
を
つ
く
っ
て
き
た
け
ど
、
最
初
は
不
安

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
け
ど
、
終
わ
っ
て

み
た
ら
、
な
ん
だ
か
寂
し
く
も
感
じ
ま
し

た
。
最
高
の
仲
間
と
最
高
の
成
人
式
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。副

実
行
委
員
長
　
塚
田
　
玲
弓

　
実
行
委
員
に
な
っ
て
み
て
、
最
初
は
何

を
す
る
の
か
全
く
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
毎
月
1
～
2
回
の
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
徐
々
に
ど
の
よ
う
な
式
に
す

る
の
か
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ
の

も
の
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、

本
当
に
た
い
へ
ん
な
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
み
ん
な
楽
し
ん
で
く
れ
た
か
不

安
で
し
た
が
、
式
典
後
、
み
ん
な
が｢

楽
し

か
っ
た
よ｣

と
言
っ
て
く
れ
て
、
実
行
委
員

を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
成
人
式
に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

受付のお手伝い

個性を大切にアットホームな成人式を企画した実行委員の皆さん

手づくりで企画した和やかな記念行事の抽選会
徳永実行委員長が震災
募金の呼びかけ



　
厚
貝
区
は
、
世
帯
数
70
戸
の

小
さ
な
区
で
す
。
分
館
活
動
は
、

道
祖
神
祭
り
か
ら
始
ま
り
、
春

祭
り
が
４
月
28
日
か
ら
29
日
、

地
域
伝
統
食
の
紹
介
・
交
流
、

長
丘
地
区
球
技
大
会
へ
の
参
加
、

ま
た
区
の
球
技
大
会
、
婦
人

会
と
合
同
で
敬
老
の
日
祝
賀

会
、
区
民
学
習
会
の｢

人
権
教

育
懇
談
会｣

な
ど
が
主
な
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
春
祭

り
は
、
ほ
ぼ
１
カ
月
間
の
練
習

期
間
を
要
し
、
毎
年
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
球
技
大
会
に
お

い
て
は
、
毎
回
60
名
以
上
の
参

加
が
あ
り
、
大
会
終
了
後
の
懇

親
会
は
、
老
若
男
女
で
楽
し
く

交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
分

館
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
分
館
長
・

主
事
・
分
館
協
力
員
４
名
の
計

６
名
で
、
様
々
な
活
動
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

（
厚
貝
分
館
長
　
藤
沢
章
仁
）

４

　
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
、
千
曲
川
や

そ
の
支
流
に
鮭
が
の
ぼ
っ
て
き
た
こ

と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
千
曲
川
と
鮭
の
歴
史
を
み
ま
す
と
、

沿
岸
に
あ
る
縄
文
時
代
の
遺
跡

か
ら
、
鮭
を
刻
し
た
土
器
が
発

掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代

に
は
越
中
（
富
山
県
）、
越
後
（
新

潟
県
）と
と
も
に
信
濃（
長
野
県
）は
、

日
本
に
お
け
る
鮭
の
三
大
産
地
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
厚
貝
村
で
は
飯
山
藩
領
で
あ
っ
た

延え
ん
ぽ
う
ね
ん
か
ん

宝
年
間
（
一
六
七
三
～
一
六
八
〇
）

か
ら
鮭さ

け
う
ん
じ
ょ
う

運
上
と
い
う
営
業
税
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
幕
府
領
に
な
っ
て

か
ら
も
、
そ
れ
は
続
き
ま
し
た
。

　
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
の
厚

貝
村
年
貢
割
付
状
に
は
「
永
一
三
三

文
三
分
　
川
運
上
、
永
五
〇
〇
文
　

鮭
運
上
」
と
あ
り
ま
す
。
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
に
も
同
額
の
運
上
金

を
納
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
厚
貝
村
に
は
、
千

曲
川
で
小
魚
（
鯉
、
鮒ふ

な

な
ど
）
や
鮭

の
漁
を
生
業
と
す
る
村
人
が
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
山

国
信
州
で
は
、
川
魚
は
美
味
で
あ
り
、

だ
い
じ
な
蛋
白
源
だ
っ
た
の
で
、
中

野
の
町
場
な
ど
に
運
び
、
売
り
捌さ

ば

き

ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
後
半
、
中
野
村
で
は
引

湯
し
て
の
湯ゆ

宿や
ど

稼
ぎ
、
紬つ
む
ぎや
木
綿
布

の
稼
ぎ
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
そ
の

運
上
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
厚
貝
村

の
鮭
と
同
額
の
永
五
〇
〇
文
。

厚
貝
村
の
川
稼
ぎ
の
運
上
金
が

多
額
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

昭
和
に
な
っ
て
、
千
曲
川
に
水
力
発

電
用
の
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
、
鮭
は

遡そ
じ
ょ
う上
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
徳
永
　
泰
男
）

厚 貝 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

川
稼か

せ

ぎ
と
鮭さ

け

漁

　
中
野
ホ
タ
ル
の
会
は
、
５
月
８
日
に
中

央
公
民
館
で
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
、
当
会
で
作
成
し
た
ホ
タ
ル

マ
ッ
プ
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
内
の
ホ
タ

ル
生
息
地
で
の
観
察
会
を
行
う
な
ど
、
ホ

タ
ル
の
里
づ
く
り
の
た
め
の
啓
発
事
業
を

実
施
し
て
い
く
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、長
野
ホ
タ
ル
の
会
会
長
で
、 

生
物
学
博
士
の
三
石
暉て
る

弥や

先
生
の
記
念
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、｢

東
北
地
方
で
も
ホ
タ

ル
が
乱
舞
す
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
回

の
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
家

族
の
皆
さ
ん

は
、
い
つ
も

お
盆
に
見
て

い
る
ホ
タ
ル

の
光
を
、
今

年
は
ど
ん
な

思
い
で
見
る

こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う

か｣

と
い
う

お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

春祭りの獅子舞　ヨタ

ホタルの里づくり
中
野
ホ
タ
ル
の
会

定
期
総
会

ホタルマップを御希望の方は、中野・下高
井教育会館　岩崎さん☎22-2817まで
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

　個人・グループで制作された作品を募集しており
ます。奮ってご応募ください。	
展示期間　７月16日（土）～18日（月）
　　　　　午前９時～午後６時
　　　　　　※18日は午後５時まで
展示部門　絵画・書・写真 他各種作品
　　　　　１人３点まで
備　　考　展示は作品者各自で行っていただきます
＜搬入・展示＞７月15日（金）午後３時～
＜搬　　　出＞７月18日（月）午後５時～
申 込 み　６月20日（月）から中央公民館へ

日　　時：７月30日（土）～７月31日（日）
　　　　　午前５時30分集合
集合場所：中央公民館
登山場所：赤岳（八ヶ岳山系）２,８９９m
参  加  費：１人 ２０,０００円
定　　員：３５名　　
申込受付：６月13日㈪から
事前説明会：７月12日㈫　　
　　　　　午後７時～
　　　　　中央公民館講堂

中
　
　
央
　
　
公
　
　
民
　
　
館

講座名等 日時 場所 講師 備考
ふるさとのホタルを
　　　　楽しむ会
＜内容＞ホタルの生態を観察
し、環境について考えていた
だく機会です

６月25日(土)
※雨天26日(日)
午後７時30分～９時頃

真引川
周辺の予定
※集合場所
晋平記念館
駐車場

中野ホタルの会

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要
＜持ち物＞懐中電灯 ( ホタルを驚
かせないよう赤色灯又は赤色セロ
ハン付き )、雨具

国際交流の集い
　　　実行委員募集

第１回実行委員会
６月27日(月) 午後6時～
＊実行委員を希望する方
　はお集まりください。

中央公民館
講堂

＜内容＞今年も ｢国際交流の集い」
を開催します。ぜひ、実行委員と
して、企画等を出し合って参加し
ませんか。

パソコン
ふれあいサロン
＜内容＞パソコンを使用して
いて、わからないところを指
導員がお答えします

毎週月曜日
※祝日、年末年始を除く
午後1時30分～4時30分

中央公民館
団体室

NPO
新技術新興会

＜定員＞６名
＜受講料・申込＞不要
※メニューに沿って進めるパソコ
ン教室とは異なります。

分館報づくり講習会
＜内容＞分館報の作成に
ついて基本から学びます

６月25日(土)
午前10時～正午

中央公民館
講堂

信濃毎日新聞社
読者センター長
山崎　竹宣先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞６月22日(水)まで

日本語教室

（昼コース）
毎週火曜日※祝日を除く
午後１時30分～３時30分
（夜コース）
第２・４日曜日
夜７時～９時

中央公民館 ボランティアの
みなさん

＜受講料＞無料
※昼コースのみ託児あります。

　　公民館ギャラリー　 きり絵展　中野きりえの会　(６月30日まで）

西
部
公
民
館

【生きがいづくり講座】
植物画講座
＜内容＞植物の水彩画を描き
ます。初歩の初歩から始めま
す。

６月21日(火)・28日(火)
７月５日(火)・12日(火)
　　13日(水)・19日(火)
午後７時～９時

西部公民館 金崎明美先生

＜定員＞15名
＜参加費＞300円
＜持ち物＞初回　鉛筆、消しゴム
※絵の具は用意します
＜申込み＞6月7日(火)から

家庭教育学級 (すくのび学級 )
【公開講座】
音楽でリフレッシュ

「子どもの情操・親の情操」

７月８日（金）
午前10時30分～正午 西部公民館

声楽家・晋平少年
少女合唱団指揮者
山﨑浩先生

お子様と一緒にご参加下さい。
＜受講料＞無料

作品募集：市民作品展 参加者募集：夏の市民登山教室
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
は
や
３
ケ
月
近
く
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
多
く
の
み
な
さ
ん
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

で
は
、
近
隣
の
栄
村
で
も
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

　
加
え
て
、
福
島
の
原
発
問
題
と
、
未
曾
有
の
大
災
害

で
あ
り
、
友
人
・
知
人
も
被
災
し
た
。

　
先
日
、
宮
城
県
東
松
島
市
の
知
人
と
や
っ
と
連
絡
が

取
れ
、
無
事
で
安
心
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
町
は
壊

滅
状
態
で
、
ま
だ
ま
だ
片
付
け
な
ど
大
変
な
状
況
で
あ

る
と
い
う
。

　
今
、
私
た
ち
に
何
が
出
来
る
の
か
。
人
的
支
援
、
義

援
金
な
ど
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
が
復
興
に
向
け
た
長
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
思

う
と
心
の
痛
む
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
立
ち
止
ま
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
希
望
を

持
っ
て
、復
興
へ
向
け
、一
丸
と
な
っ
て
前
へ
！
前
へ
！

進
も
う
！

花と季節の写真募  集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や

季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま

す
・
四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ

ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花

の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン

ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集

し
ま
す
。〠

３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@
city.nakano.

nagano.jp

宛　先 復
興
へ
向
け
て

カタクリ／中野市北部（ウサギ）

水芭蕉／豊田（うさぎ）

トチの花／北公園（月岡尚雄）

故郷の里／豊田（coba）


